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論文要旨
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要旨

【背景・目的】

2015年に発表されたChica

ている。今回、Chicago

go Classifcation3.0にはEGJの形態学的分類が示され

classifcation3､0で食道内圧検査で食道裂孔ヘルニアと診断さ

れるEGJ-ypelllaとIIIb患者の遠位食道酸曝露について比較検討した。

【方法】

Creighton大学で前向きに集められたHRMのデータベースより2011年10月から

2015年6月に24時間pH検査を施行した患者のうち､HRMでEGJ-typelllと診断さ

れた50症例を抽出した｡EGJ-ypelllはinter-peaknadirpressure≦gastricpressure

でLES-CD>2cmとした(IIIa:PIPがLESより尾側、 IIIb:PIPがLES頭側もしく

は同位置)。患者をpH検査により酸曝露群(DeMeesterscore>14.72またはpH<4時

間＞4.2％)と非酸曝露群に群別した。

【結果】

50人中37人（74%)がEGJ-typellla、 13人(26%)がEGJ-typelllbであった。

EGJ-typelllaはEGJ-typelllbよりDeMeesterscoreとpH<4時間が有意に高値で

酸曝露陽性率も高かった(DeMeesterscore:26.7vs.11.7,p <0.05;pH<4時間:7.9%

vs.2.6%,p<0.05;positivepHstudy:81.1%vs.30.8%,p<0.001)｡EGJ-typelllbのう

ち酸曝露群のALは非酸曝露群のALより有意に短かった(0.8cmvs.1.8c1n,p＜0.05）◎

また酸曝露陽性の割合はLES-CD3cm未満よりLES-CD3cm以上で有意に高率であ

つた(85%vs.56.7%,p<0.05)

【結論】

。

食道内圧検査で食道裂孔ヘルニアと考えられるT｣F]S-CD>2cmの患者の一部(type

IIIb)はLESが腹腔内に存在したものと類似した病態であり逆流が少なく、LES-CD

3cm以上は臨床的に食道裂孔ヘルニアと考えることができる。



学位論文審査結果の要旨

消化器外科学秋元俊亮氏の学位論文審査結果について報告する。学位論文は

主論文一本により構成され、主論文のタイトルは@GEsophagogastricJunction

MorphologyandDistalEsophagealAcidExposure"と題され、その日本語訳は

食道胃接合部の形態と遠位食道酸曝露である。主論文は2016年にDigestive

DiseaseofSciences誌に掲載されている。なお、同誌の2017年度のImpact

bctorは2.819である。公開学位審査会は指導教授矢永勝彦教授臨席のもと平

成31年2月12日に実施し、審査委員、橋本尚詞教授および猿田雅之教授とと

もに口頭試問を行なった。本論文は、秋元氏が米国Creighton大学に留学中実

施した臨床研究成果をまとめたものである。プレゼンテーション後の口頭試問

では､PIPはマイナス値をとることはないのか､本研究の知見から手術成績を予

見することは可能か､HRM上の逆流防止機構を内視鏡的に観察する方法はない

か、LESが機能しているにも関わらず逆流を生じるのはなぜか、経過観察中に

EGJ･typelllの亜分類が移行する症例はあるのかなど、多数の質疑があったが、

秋元氏はいずれに対しても明確に回答した。公開学位審査会後、橋本、猿田両教

授との審議を行い、本研究は解剖学的食道裂孔ヘルニア症例であっても酸逆流

防止機構が維持される症例があり、さらにHRMを用いPIPとLESの位置関係

を観察することで酸逆流防止機構の評価ができることを示した学術的に極めて

価値の高い研究で学位授与に十分値するとの評価に至った。なお､一部学位審査

用論文に修正を要する箇所が認められたが、審査会後適切な修正が加えられ論

文は提出されている。


		2019-07-06T15:52:22+0900
	東京慈恵会医科大学




